
低酸素環境での効果的な運動トレーニングに関連する可能性がある 

アンジオテンシン変換酵素遺伝子を解明 

この度、最新の研究により、アンジオテンシン変換酵素（ACE）遺伝子が低酸素環境での運動耐性に影響を

及ぼす可能性が示されました。この発見により、個人に適した低酸素トレーニングプログラムの開発が期待さ

れます。本研究の結果は 2025 年 1月 10日（日本時間）に International Journal of Sports Medicine誌で発

表されました。 

研究概要 

低酸素トレーニングは、アスリートのトレーニング方法として活用されている。低酸素環境での運動は、一般

的には、常酸素環境と比較して、運動レベルが低下するが、一部のアスリートでは、低酸素環境でも運動レ

ベルが変わらないことがある。その原因は、それまでのトレーニング方法なども 1つの原因と考えられている

が、本人の体質（低酸素環境に耐性をもっているかどうか）も関与していることが考えられます。そこで、この

研究では、22名の大学生の自転車競技のアスリートを対象に、低酸素環境での運動能力が落ちるか変わら

ないかの原因となる遺伝的関与を評価することを目的としました。具体的には、通常の酸素濃度（20.9％）お

よび低酸素環境（15.5％：標高 2500m 相当）における症候限界までの漸増負荷試験を無作為クロスオーバ

ー法（どちらの酸素濃度を先行して行うかをランダムに振り分けました）で実施し、運動に関連する多くの遺

伝子型で低酸素運動中の最大酸素摂取量（Peak VO2）と血中乳酸の蓄積にどのように影響するかを評価し

ました。その結果、ACE-II遺伝子型を有する選手は、血中乳酸の上昇速度が遅く、最大運動時の血中乳

酸値も低いことがわかりました（下図）。また、低酸素環境下で運動では、最大酸素摂取量：PeakVO2（運動

能力）が低下しやすいことがわかりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

研究の意義 

本研究の成果は、低酸素トレーニングの効果を最大限に引き出すために、個々人の遺伝的特徴に基づい

たトレーニングプログラムの開発に寄与するものです。特に持久力向上を目指すアスリートにとって、ACE遺

伝子の分析を組み込んだトレーニングは、新たなトレーニング戦略の一つとして期待されています。 
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